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 【第１回】 連載のはじめに 
 

本田 一成 ●武庫川女子大学教授 Ｋ２Ｐ２共同代表  

 

 

 

 

 

    

     

 

 

 「クミジョ・クミダン問題」＊の研究を始めて約５年が経った。アンケート調査、インタビュー、講演、

意見交換会などを重ねてきて、まだ腑に落ちないことばかりだが、分かったことも多い。きっかけは、労働

界はクミジョを増やそうと何十年も取り組んできたのになかなか増えないのはどうしてなのか、を知りたか

ったのである。 

 ところが、この問題に首を突っ込んでいるうちに、クミジョとクミダンがスレ違っていたり、大きな話に

すり替えて煙に巻かれたり、部外者は黙っとけと言われたり、悪意はないが誠意がない人がいたりと、信じ

られないような体験もした。この問題に触れて欲しくないとか、避けたい人が多いのに驚いた時、「パンド

ラの箱」を開けてしまったのか、と思ったものである。 

 同時に、人間社会なのでそこは何とかできるのではないか、クミジョとクミダンの正真正銘のパートナー

シップを築くことができれば、労働界もずいぶん景色が変わるのではないか、と思った。2024年から

j.union株式会社と産学協同事業Ｋ２Ｐ２（クミジョ・クミダン パートナーシップ プロジェクト）をスタ

ートさせたのはそのためである（2025年６月、男女平等月間に向けて「Ｋ２Ｐ２提言2024」を発信した）。 

クミジョ・クミダン問題を考えない日はなくなった。Ｋ２Ｐ２のミーティングの議題をこなしたり、ク

ミジョやクミダンと面談したり、メールやラインでやりとりしたり、講演やセミナーに呼ばれて質疑応答に

臨んだり、新聞記者から取材を受けたり、こうして執筆している時など、いつでもどこでも考えている。 

 この連載は、クミジョ・クミダン問題のことを毎日考える経営学者が何を見聞きし、何を考えているかを

綴るエッセイである。労働界には、この問題を重く受け止めて真剣に考える人がいれば、そんなのフェイク

だとあっさりと捨て去る人もいる。労働組合の研究者も、昭和風の旧態依然たる議論や座談会や提言をして

いる人がいれば、出禁にならないよう寸止めルールよろしくチクりと刺す人がいる。不思議なものだ。 

 ポジショナリティ＊＊がぶつかる中、労組も組織なのだから、人と人との関係も大切だと思える人にとっ

て、リアルな現実を考えるための材料になってくれれば、と思っている。よく誤解されるからあらかじめ記

すが、筆者はクミダンを非難したいのではない。クミジョとクミダンが仲良くなってもらいたいだけである。

その方が組合員や労働者にとって実りある活動ができるはずだから。（続く） 

 

＊ クミジョとは労働界でがんばる女性で、筆者の造語である（商標登録第6787599号）。女性役員、職員、組織内議員、

研究者など広く総称するが、女性役員を指すことが多い。対する労働界の男性はクミダン。 

＊＊集団内の利害などの関係性がもたらす、個人の位置づけのこと。 
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